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Abstract : Abstract : The purpose of this study was to analyze subjects of living in Integrated Home 
Economics. The results were as follows: 1. The new subjects about safety of food are necessary to learn. 2. 
Food and nutrition have to be described with specific ezample to practice for high school students. 3. Culture of 
clothing life are necessary to learn with the practical lerarning. 4. The size indication of clothing have to be 
described accurately. 
Keywords : Integrated Home Economics， Safety of Food， Food and Nutrition， Culture of Clothing Life and 
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ょにや竺? KA KY J1 J2 TA DA TO 日
食品衛生法 O ム O 。* O O 
消費期限と賞味期限 。 O 。* 。 ム 。* O 
食中毒 。* 。* 。* 。* 。* 。キ 。* 。*
種類と特徴 ++ ++ 十 ++ ++ ++ 十+ + 
原因例 ++ +十 ++ ++ ++ ++ ++ 
対策・予防 ++ ++ 十 ++ ++ + 
発生場所・件数 + + 
写真 + + 
食品の保存 ム 。キ 。* 。* 。* 。 。* 。*
食品添加物 。 。* 。* 。* 。* 。* 。* 。*
種類と目的 ++ ++ + ++ 十 + + 
表示例 ++ ++ ++ 
代表的な食品例 ++ ++ 
キャリーオーバー 十 + + + 
農薬 。 * O ム O ム
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よ戸γ一¥竺ア KA KY J1 J2 D TA TO H 
1 .着衣の起源 。 。* 。* 。 。 。 。 。
2.気候・風土 ム 0* O 。* 。* 。* O 。*
3.社会文化 0* 。* 0* O * * 。* O 
4.社会的機能 。* 。* 。* 。 。* 。* 。*+ 。*
5.衣文化に関する冠婚葬祭 ム ム 0* ム* 。 ム
6.衣文化に関する年中行事 * 。* + * ム
7.和服 * 0* *+ + O十
8.文様(伝統工芸) *+ 0*+ O 。*
9.染物(伝統工芸) *+ 0* *+ * 
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である。 IJ 1 S規格」について項目を設けて記載してい






「サイズ表示例(図)J において. I J 1 S規格」の記載
がないものも，本文を見てみると，記載されているが，
12については IJ 1 S規格Jにまったく触れられていな
い。サイズ表示にしては，基礎的な知識として，規格の
J 1 Sについては記載する必要がある。
衣服のサイズ表示は繊維製品の表示例の一つである。
他にも，組成表示，取り扱い絵表示，性能表示，原産国
表示，その他の表示や表示者の表示などがある。自分の
体型にあった衣服を購入するには，これら繊維製品の表
示例を必ず確認することが条件なので，どの表示も学習
する必要はある。なかでも，組成表示や取り扱い絵表示
は表や項を大きく設けるなど，本文でも詳しく，サイズ
表示よりも重視されていたものが多い傾向がある。一方
で，サイズ表示の取り扱いは少ない。サイズ表示に対す
る認識が不足していると，メーカーや衣服の形態，デザ
インによってゆとり量が加えられている仕上げ寸法を知
らず，間違った知識で購入し，衣服を着用できない可能
性も生じる。そのため 衣服のサイズ表示を学習する重
要性は大きいものと考える。その他の繊維製品表示例も
重要な学習項目としてなくてはならないものなので，サ
イズ表示ばかりに学習時間を多く費やすことも難しい。
そのため，一目見てわかりやすく直ちに理解できる衣服
のサイズ表示に関する教材が望まれる。高校生は自分の
衣服や持ち物は，自分で判断し購入する。「既製服には衣
服サイズ表示がある」ということのみ学習するのではな
く，学習指導要領にもあるように，体格や体型，体の動
きに合った着心地のよい服を選ぶ手段としてサイズ表示
を学び， 自分のサイズ表示を認識しておく必要がある。
また，今回使用したすべての教科書では，フィット性を
必要とする衣服のサイズ表示例 (9AR， 92A4など)を載
せていてもフィット性を必要とする衣服のサイズ表示
例」とは記載されていない。これでは，生徒は当然，す
べての衣服の表示サイズだと認識してしまうことが予想
される。しかし，フィット性を必要としない衣服につい
ては，聞きなれた IMJ. ILJという表示に各部位の範囲
表示が記された表示である。フィット性を必要する衣服
の表示例とフィット性を必要としないものの表示例の区
別をつけて指導することも重要である。
182 
N.おわりに
生活課題のうち，食品の安全性，食と栄養，衣生活文
化，衣服のサイズ表示に関して「家庭総合」教科書の記
述について検討した。「家庭総合」がめざす生活課題の解
決を解決する力を培うためには，現代の生活課題を高校
生に認識させることがその前提にあり，そのためには，
教科書の記述内容に関して 次の点を改善することが不
可欠であると考える。食品の安全性については，新たな
現代的課題を取り上げること また 食と栄養について
は高校生の実践を促すための具体例を示すこと，衣生活
文化については実習例を多く取りあげて理解を深めるこ
と，サイズ表示に関しては的確に示すことである。
注
1 )文部省「高等学校学習指導要領解説 家庭編J.開降
堂.2000 
2)分析した平成 16年度使用「家庭総合」教科書は，
開降堂「家庭総合一明日の生活を築く-J.大修館書店
「家庭総合一生活の創造をめざして-J.実教出版「家
庭総合一自分らしい生き方とパートナーJ. 実教出版
「家庭総合21J.東京書籍「家庭総合自立・共生・創
造-J.第一学習社「家庭総合一生活に豊かさをもとめ
て一J. 一橋出版「家庭総合ーともに生きる-J. 教育
図書「家庭総合」である。
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